
医学あれこれ① 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

 

 

 

 
①徳地 出雲神社の「具明神」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②柳井 代田八幡宮の「貝明神」 

 

 

 

 

 

貝明神（具明神） 

柳井市代田八幡宮境内の末社。 
＊向かって左が疱瘡神である「貝明神」（地主神）。「玖珂郡志」の記述どお
り、3尺ほどの石が立っています（左写真）。 

＊中央はかつて「鷺社」とよばれ、岩国領に数多く勧請された、これまた疱瘡の
神です。各地の大歳神社を合祀して、いまは大歳神社と称されています。 

＊さらに、右は「生目神社」という眼病の神です（解説シート 7 参照）。かつて
は疱瘡をはじめとする疫病や衛生環境等によって、視力を失った人が数多く
ありました。 

具明神* 

祭神 高皇産尊 𧏛𧏛貝比売 

  蛤貝比売 

社伝云 疱瘡守護として永禄年迄ハ格社 

其後本社江被遷と云々 

宗広公御疱瘡御加持被召出 其後 

斉房公御疱瘡之節依先例御祈祷物 

差上候事 

（「防長風土注進案」徳地宰判堀村 二宮出雲神社の項） 

 
 

＊「具明神」は「貝明神」の誤記かとも思われますが、「防長風土注

進案」より百年ほど古い「寺社由来」にも「具明神」とあります。
徳地の出雲神社は周防二宮でしたが、周防三宮の仁壁神社（山口市
宮野）の境内にも「具明神」が現存します（ただし祭神は違いま

す）。いつの時点かで徳地出雲神社の「貝明神」が「具明神」と誤
伝され、それが仁壁神社にも勧請されたのかもしれませんが、即断
は避けておきます。 

＊下にみるように、岩国領には「貝明神」が 2 か所記録に残っていま
す。こちらも疱瘡守護の神です。 

貝明神（地主神） （旧）鷺神社       生目神社 
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「公儀事控」（毛利家文庫 41公儀事 7〔37 の 11〕）長崎へ下る途中、萩藩内で採取された薬草 医学あれこれ② 

 

 

江戸幕府の医師丹羽正伯は、享
保・元文年間に、全国一斉の動植物
調査である「産物帳」作成に大きく関わ
った人物として知られています。彼はそ
れ以前、享保５年（1720）に、幕府
から初の採薬使に任じられ、薬草採取
のため、全国各地を巡っています。 
この頃、幕府は、中国からの輸入に

頼っていた薬草の国産化に力を入れて
いました。採薬使を全国に派遣したのは
そのためです。さらに、彼らによりもたらさ
れた薬草を育てる薬園も開きました。    
正伯は箱根を手始めに、東海・東

北・近畿地方などへ足を運んでいます。
なお、享保 6 年の近畿地方への採薬
には岩国藩の医師飯田道琱も同行し
ています。さらに、享保 7 年には、幕府
の薬園（下総国千葉郡小金野滝台
野）の管理も任されました。 
翌、享保 8 年、薬草の検分のため

長崎に赴きましたが、大坂から陸路で
萩藩内を通過しています。「公儀事控」
（毛利家文庫 41 公儀事 7〔37 の
11〕）はその時の藩の対応を記録した

ものです。薬草採取のチャンスと思った
のでしょうか、「場合によっては山に登り
薬草を採る事もある」ので、その際の弁
当の手配などを指示しています。また採
取用の籠についても指示しています
（裏面参照）。 
実際には山に登ることはありませんで

したが、往還筋で薬草を見つけ採取し
ています（上写真）。採取された薬草
は前胡 根、やくし草 葉、龍膽 根、茵
蔯 葉、おとぎり草 葉、ふつ草 葉（以
上熊毛宰判）、肉桂、遠志（以上小
郡宰判）、沢瀉、さぎの尻さし（以上
船木宰判）、です。採取の折に、正伯
は案内人に対し次のように言っています。
「（せっかく）日本に薬草があっても そ
の知識がなければ、採る者もいない。大
坂の和薬種座へ送れば買いとってくれる。
これは地下の重宝となる。下々までが
知っておきたい知識だ」。 
採取された薬草はさほど珍しい物で

はなかったかも知れませんが、薬草の知
識を人々に伝え、啓蒙しようとする彼の
熱意が伝わってきます。 
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「公儀事控」 
（毛利家文庫 41公儀事

7〔37 の 11〕） 

薬草を採る 
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正伯が事前に用意させておいた薬草採取の

籠です。寸法や構造が記してあります。 
「公儀事控」（毛利家文庫 41公儀事 7（37 の 11）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

採薬使として全国を周り、自ら管理する薬園
で薬草を育てていた正伯は、全国の動植物を調
査するため、産物帳の編纂を各藩に命じます。
残念ながら産物帳の原本は残っておらず、編纂
の動機もはっきりと分っていませんが、採薬使とし
て全国を巡った豊富な経験と関連があると考えら
れています。 

「長門産物之内江戸被差登候地下図正控」 
（毛利家文庫 34産業 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬草採取用の籠の図 

産物帳の編纂 
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 医学あれこれ  

「陶村南原砂留凡五ヶ年限ニテ仕調略図」（松永家文書〔山口市〕55） 医学あれこれ③ 
 

 

松永周甫（まつながしゅうほ、1816～
1886）は、幕末～明治期に活躍し
た医師です。本草学を学び、みずから
薬草園を開いたことで有名です。その
足跡は、ご子孫から当館へ寄贈され
た「松永家文書」で跡づけることができ
ます。 

〔医師としての経歴〕 
周甫は、文化 13 年（1816）萩に

生まれました。天保 8 年（1837）長
崎に遊学して叔父吉永省吾に医学を
学び、のちには萩藩医馬屋原大庵、大
坂の吉益掃部にも教えを請い、天保
10 年（1839、一説 11 年）、吉敷郡
名田島西開作（現山口市）で医師とし
ての活動を始めました。弘化 2 年
（1845）、氷上山真光院（現興隆寺）
の家来医（寺医）となり、さらに慶応 2
年（1866）、萩藩から一代藩医に取
り立てられ、本草生育方頭取となってい
ます。 

〔薬草園開墾と砂防工事のさきがけ〕 
周甫は、嘉永年間、諸国を巡って本

草学を学び、帰国後の嘉永 6 年
（1853）、吉敷郡鋳銭司村南原（現
山口市）に薬草園を開きました。薬草
木 586種が植えられたといいます。 

ところが同地は、禿山に囲まれ土砂
流入のはげしい所でした。そこで周甫は
薬園維持のため、自費を投じ大規模な
砂防工事を続けました。これは「山口県
砂防工事の初め」と評され、砂防関係
者にも注目されています。 

 

*薬園跡は、山口市の史跡及び天然記
念物「松永周甫薬園跡と遺存植物」に
指定されています（昭和 40 年指定）。 

〔シーボルトとの関わり〕 
周甫は、万延元年（1860）春、２

度目の来日中であったシーボルトの求め
に応じ、薬草の標本を贈りました。シー
ボルトからは礼状とお礼の外療鍼（小
刀）が送られました。周甫がこの礼状の
翻訳を藩に依頼した文書と、礼状の訳
文が現存しています。残念ながら礼状
の原本は残されていません。 

〔種痘医としての活動〕       
文久元年(1861)、周甫は藩の医

学館で種痘技術を伝授され、種痘医と
して活動しました。地元に帰った周甫が
台道村庄屋に宛て、命を守るためぜひ
種痘を受けるよう促した書状が残ってい
ます（当館蔵内田家文書）。 
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松永周甫肖像画 
（県立山口博物館蔵・部分） 
 

 
松永周甫顕彰碑 

周甫没後、彼の功績をたたえる
顕彰碑が建立されました（碑文は
明治 20年〔1887〕）。 

 

本草医松永周甫と松永家文書 
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